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概要

• MCP（モデルコンテキストプロトコル）は、大規模言語モデルが外
部データソースやツール（Slack、Gmail、Googleカレンダーなど）
と通信できるようにする共通AIインテグレーションであり、これに
よって無数に発生する個別インテグレーションが不要となります。

• 本質的には、AIアプリケーションに必要なコンテキストへのアクセ
スを提供することです。データセットの関連情報を取得したり、ア
クションを実行したりする機能です。

• ここではMCPの実用性を検証するため、メッシュ作成ツール
MeshLabソフトウエアの一部機能をMCPサーバーとする開発を実施
し、チャット形式によるリメッシュ機能を作成した例の報告をしま
す。
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概要：MCPアーキテクチャ概念図

3出展：https://qiita.com/yuito20030123/items/027e0fed1ad8964fa338
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Before MCP: Isolated AI System

MCPがないと、インテグレーション間でツールが重複する可能性があります。各AIモデルは拡張性
のボトルネックがあったり、メンテナンスの手間がかかったりするツールと連携するために、独自
のロジックを実装する必要があります。

MCPを使用しない場合
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After MCP: Unification Integration

MCPを使用すると、あらゆるAIモデルが標準化されたサーバーを介して共有サービスにアクセスで
きるようになります。すべてのモデルが同じインターフェース／プロトコルを使用してあらゆる
ツールにアクセスできるため（MCPサーバー経由）、統合が簡素化されます。再利用性、柔軟性、
拡張性に優れています。

MCPを使用する場合
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MCPの仕組み
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システム内のメッセージの流れ
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作成したチャット形式GUI
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結果ビューワー

チャット形式の
コマンド入力



円筒形状作成とリメッシュ例

9

• 直径20、高さ10の円筒形状作成

• メッシュサイズ５でリメッシュ



形状インポートとリメッシュ例
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• 形状のインポート（チャットボックス
下のフォルダアイコンから実施）

• メッシュサイズ10でリメッシュ



検証まとめ

• MeshLabソフトウエアの一部機能をMCPサーバーとし、MCP
を用いたチャット形式のリメッシュツールを作成することに成
功しました。

• 今後MeshLabなどの高度なメッシュ作成ソフトウエアの機能を
MCPサーバーに追加したり、それを高度に統合したAIエージェ
ントを作成したりすることで、高度な自動メッシュツールの開
発が期待されます。

• 今回使用したLLMはmetaが開発した“llama-3-8b-instruct” で
す。日本語の対応はまだ十分とは言えず、今後の改善が期待さ
れます。
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デモサイト

• MCPを使用したリメッシュ機能のデモサイトを以下に準備しま
した。どなたでもご利用いただけます。

• https://demo3.astraea-soft.com/mcp.html

• 単純形状を作成したり、形状をインポートしたりして、その形
状にリメッシュ機能を適用できます。形状ファイルにはSTL
フォーマットを使用してください。

• 詳しい操作方法については以下のYouTubeビデオをご覧くださ
い。

• https://youtu.be/8DhfGYkn-0c
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以上
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